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一時間最大降水量の地域別の比較＊

岡　　本 金　　夫躰

要　旨

九州地方の主な地域の年間の一時間最大降水量を算出し地域別の比較を行なったものである．

　まえがき

　昭和21年から昭和41年までの九州地方の主な：地域の年

降水量と年間の時間最大，年間の10分間最大の資料から

時間最大降水量の比較を行なったものである．その方法

としては年降水量，年間の時間最大，年間の10分間最大

の間に一一つの関連式を求め，その関連式に観測され得る

可能性の数値年降水量1500mmに対して10分間最大13

mm，2000mmに対し10分間最大17mm，2500mmに
対し10分間最大22mmを入れて時間最大降水量を算出

したものである．なお上記の数値は年降水量を横軸，10

分間最大を縦軸にとり各地点の値をプ・ットして推定し

た．

第1表　年降水量の平均（昭和21年～昭和41年）

　Z＝年間の1時間最大（mm）

　（関連式Zは±2．326　σ　の信頼区間を持つ）
　　　　　　　　　　　ぺ〆勿

　地域別の比較

　算出時間最大降水量から地域別の時間降水量の傾向を

述べると（第1図参照），鹿児島，宮崎は年降水量300mm

におよぶが，それにもかかわらず一時間最大値は比較的

低い値となることがわかる．このことは当該地方の降

雨は降雨強度の比較的小さい降雨ということが出来る．
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熊本，大分は鹿児島，宮崎より年降水量は少ないが時間

最大値のその傾向は鹿児島，宮崎より大きく，降雨強度

の大きい降雨が多いということ出来る．また，長崎，福

岡は前に述べた地域より年降水量は少ないが降雨強度は

大きいことがわかる．

　また，佐賀は熊本より少し北に位置していて，年降水

量は熊本，長崎とほぼ同じであるが，それにもかかわら

ず時間最大値が特に大きいということである．これは九

州管内の他の地域に比較して特異な値といえる．

　このように地域の一つの傾向を求めた場合，それは或

る値を入れることによりその地域の時間最大の特性を明

らかにすることが出来た．

　時間最大値と年降水量との関連は年降水量1500mmの

場合は余り差は無く，年降水量2000mmとなるとある程

度の差が認められ，さらに，年降水量2500mmの場合は

明らかに差が出て一つの傾向が見られる．

　また，一時間最大と年降水量の平均を対応させたもの

が第2図である．

　この場合に計算された一時間最大値は年降水量2500

mm～10分間最大22mmの場合変化は大きく，年降水量

2000mm－10分間最大17mmの場合は変化はやや緩やか

になり，年降水量1500mm－10分間最大13mmではほと
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図一2．1　時間最大と年降水の平均

んど変化は見られなかった．

　あとがき
　今ま脅のべたことを総括すると年降水は南の地域程多

く北に行くに従って少ない傾向を示し，年間め時間最大

値は南の地域では小さく北に行くに従って大きくなる傾

向を示すことがわかる．また，年降水量が200mm以上

になると地域別の差が現われることが知れた．
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